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研究成果の概要（和文）：全国の主要なサクラ集植機関で保存されている重要な伝統的栽培品種について、形態解析と
DNA解析によって正確な識別と分類を行った。先行研究の３集植機関の栽培品種と一致するものについては正確な名称
を確定し、一致しないものについては保存の重要性を指摘した。栽培品種と野生種の遺伝的変異の比較を行い、各栽培
品種の成立に関与した野生種を推定する系統解析を行った。多くの栽培品種が複数の野生種による雑種起源と推定され
た。この成果は多数の伝統的栽培品種を有するわが国のサクラ遺伝資源の管理と利用に役立つ情報である。

研究成果の概要（英文）：Exact identification and classification of important traditional cultivars of 
Japanese flowering cherries maintained at major official flowering cherry collections over Japan was 
conducted based on morphological and genetic analyses. Exact cultivar names were given to the individuals 
which were the same clones as the cultivars in the three cherry collections investigated by the author's 
former study, and conversely the importance of conservation as unique resource was pointed out on the 
individuals which were unknown new clones or cultivars. The wild species concerned with the origin of 
each cultivar were estimated by the comparison of genetic variation between cultivars and wild cherry 
species. Many cultivars were clarified to be derived from hybrids among several wild species. These 
findings should be useful information for maintenance and utilization of genetic resources of Japanese 
flowering cherries with many traditional cultivars.

研究分野： 森林集団遺伝学

キーワード： サクラ　伝統的栽培品種　遺伝的識別　系統解析　遺伝資源管理　遺伝マーカー

  ２版



様	 式	 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通）	 

１．研究開始当初の背景 
	 国内の野生のサクラは約 10種類が知られ、
栽培品種はこれらの野生種のいずれかに生
じた変異体から、または複数の野生種の交雑
から、由来したものであろうと考えられてい
る。 
	 栽培品種はおもに接ぎ木などのクローン
増殖技術によって、美しい花などの形質を固
定した状態で継代保存されてきた。花などの
外部形態の観察から250種類以上の栽培品種
が記載されているが（例えば大場ら 2007）、
形態が非常によく似ており、明確な区別がで
きない栽培品種も多く記載されている。花や
葉などの外部形態の観察のみでは正確な識
別は困難であるが、数百種に及ぶ伝統的栽培
品種を網羅的に遺伝子解析して、正確な識別
と系統を明らかにする研究は、残念ながら非
常に遅れていた。植栽地の条件による変動も
あるため、形態観察だけでは正確な識別は困
難で、遺伝子解析の情報を加えた詳細な解析
が期待されていた。 
	 近年の遺伝子マーカー技術の進展に伴い、
サクラ栽培品種の遺伝的系統関係を探る研
究はいくつか報告されていたが、おもに‘染
井吉野’を中心とする 10 種類程度の栽培品
種に限られるものが多く、はるかに多い種類
を有するわが国のサクラ栽培品種全体を対
象とした研究は皆無であった。 
	 実際に各地で保存されている系統を見る
と、長い年月の間には取り違えなども起こっ
たと思われ、同じ名前だが別物ではないか、
別の名前だが同じではないか、と疑われる事
例がいくつもある。 
	 そこで本課題の担当者らは、関東近辺に位
置する主要なサクラ集植機関である多摩森
林科学園、国立遺伝学研究所、新宿御苑のコ
レクションを対象に、核 DNA マイクロサテ
ライトマーカーによる遺伝子型解析を行っ
て、伝統的栽培品種の高精度な識別を試みて
きた。 
	 その結果、例えば、‘枝垂桜’、‘寒桜’、‘奈
良の八重桜’では，一つの栽培品種の中に複
数の遺伝子型が含まれていること、逆に，「江
戸」「糸括」「大手毬」「八重紅虎の尾」など
は、異なる栽培品種名が付いているが、同じ
遺伝子型であること、等が明らかになってき
た。これらの解析は 17座の核 DNAマイクロ
サテライトマーカーを開発して進めており、
十分に高い識別能力を持つことが実証され
ていた。 
 
２．研究の目的 
	 本研究では、全国の主要なサクラ品種コレ
クションを網羅した遺伝子解析により、混乱
状態にある伝統的栽培品種の遺伝的識別と
系統解析を実行し、長い歴史の中で育まれて
きた貴重な遺伝資源の管理体制を構築して、
新たな利用の促進に寄与することを目的と
する。 

 
３．研究の方法 
(A)全国の主要なサクラ栽培品種の集植機関
に協力を要請して、普及の基となっている栽
培品種個体に関する調査許可を得る。 
(B)各調査個体について、花や葉などの外部形
態の解析により、従来の品種識別に基づく情
報を確定する。 
(C)近年の予備的解析で用いてきたDNAマー
カーの適用を行い、各調査個体の遺伝子型情
報を確定する。 
(D)上記の DNA 情報と形態情報を統合して、
各調査個体に関する高精度な品種識別を行
う。 
(E)野生のサクラ集団の収集と遺伝子型の解
析を行う。 
(F)栽培品種と野生種との系統関係や栽培品
種間の関係を解明する。 
(G)統合的データベースの公開と成果普及に
より新たな遺伝資源管理体制を構築する。 
	 
４．研究成果	 
	 
(1)本課題担当者らが開発した核 DNA マイク
ロサテライト法による伝統的栽培品種の高
精度な識別技術を用いて、３機関のコレクシ
ョンを解析した結果を論文投稿したものが、
受理公表された（Kato	 et	 al	 2012）。	 
	 多摩森林科学園のサクラ保存林のほか、国
立遺伝学研究所や新宿御苑の植栽個体を加
えて、計 1479 個体について、個体の識別能
力の高い 17 座のマイクロサテライトマーカ
ーを用いて DNA 解析を行った結果、222 クロ
ーンに識別され、形態情報を考慮して 215 栽
培品種にまとめられた。	 
	 結果の事例をいくつか示すと、1)単一の遺
伝子型を示し由来がひとつと考えられる栽
培品種（‘染井吉野’‘八重紅枝垂’‘関山’
など）、2)複数の遺伝子型を示し由来が複数
あると考えられる栽培品種（‘枝垂桜’‘寒桜’
‘奈良の八重桜’など）、3)異なる栽培品種
とされてきたが遺伝子型も同じで形態も差
がなく同じ栽培品種と考えられるもの（「江
戸」=「糸括」=「大手毬」=「八重紅虎の尾」、
「太白」=「駒繋」=「車駐」など）、4)遺伝
子型は同じだが形態が異なり枝変わりの関
係にあると考えられるもの（‘御衣黄’と‘鬱
金’、‘染井吉野’と‘染井紅’など）が明ら
かとなった。	 
	 
(2)上記の３機関に続いて、重要なサクラ集
植機関として選んだのは、北海道松前町松前
公園、東大日光植物園、日本花の会結城農場、
東大小石川植物園、東京都神代植物園、東京
都小金井公園、石川県林業試験場、京都府立
植物園、京都御所、京都御苑、植藤造園、大
阪市大植物園、福岡市植物園、熊本市監物台
樹木園などである（図１）。	 
	 



	 
	 まず、少ないマーカー数で効率よく識別を
行うために、特に多型性の高い９座のマーカ
ーセットを用いることで、同等の精度の識別
が可能であることを確認した。	 
	 次に、上記の全国のサクラ集植機関で保有
している栽培品種のうち約 590 個体について、
9 座のマイクロサテライトマーカーを用いた
遺伝解析および形態解析を行った結果、最初
に調査した３機関（多摩森林科学園、国立遺
伝学研究所、新宿御苑）で保存されている栽
培品種のクローンと一致するものが約 410 個
体（図２に事例）、３機関にある栽培品種と
は異なるものが約 180 個体（図３に事例）と
いう結果になった。	 
	 

	 
	 前者は、地域や機関により様々な名前で呼
ばれていたが、今回の解析で正確な栽培品種
名が確定できた。後者は、今回調査した機関
だけに保存されている栽培品種であること
がわかったので、それらの栽培品種を絶やさ
ないよう保存することの重要性をそれぞれ
の集植機関に指摘することができた。	 
	 2014 年 2 月に「サクラ系統保全のための集
植機関担当者による情報交換会議」を多摩森
林科学園において招集して、本研究課題の意
義と進捗状況を中間報告し、成果の活用法に
関する意見交換を行った。また、2015 年 1 月
にメーリングリストを立ち上げ、本研究課題

で得られた結果を各集植機関のサクラ遺伝
資源管理に活用できるよう、担当者との間で
情報交換を開始した。	 
	 

	 
	 
(3)各栽培品種の起源を推定するため、最初
の３機関（多摩森林科学園、国立遺伝学研究
所、新宿御苑）の 222 クローン、215 栽培品
種を対象として、野生のサクラ 10 種（変種
も考慮して 12 種）にカラミザクラ（台湾・
中国原産）を加えた 13 種における多数個体
（国内野生種については分布範囲全体にわ
たる）の遺伝子型も調査して、各栽培品種の
由来に関与すると考えられる野生種の推定
を行った。ここでは、26 座の核 DNA マイクロ
サテライトマーカーを用いた。	 
	 結果の事例をいくつか示すと、‘枝垂桜’
（祖先種はエドヒガン）や伊豆桜（祖先種は
オオシマザクラ）のように、１種の祖先種か
ら選抜されたものは少なく、多くの栽培品種
が種間雑種（自然雑種も含む）に由来してい
た。‘染井吉野’は、これまでの見解どおり、
オオシマザクラとエドヒガンの交雑に由来
していることが確認されたが、ヤマザクラの
関与も示唆され、今後の検討課題である。サ
トザクラ（多くの栽培品種を含む総称）の仲
間はオオシマザクラが元になったと言われ
ていたが、それ以上のことはこれまでわかっ
ていなかった。今回の解析により、‘太白’‘上
匂’など多くの栽培品種でオオシマザクラに
加えてヤマザクラの関与も大きいことが明
らかとなった。なかには、‘狩衣’のように、
オオシマザクラ、ヤマザクラ、マメザクラ・
オクチョウジザクラ系統、の３種類が関係し
ていると考えられるものもあった。一方、こ
れまで行われてきた形態による分類の結果
を覆す発見もあった。‘長州緋桜’は花弁の
ピンク色が強いことから白いオオシマザク
ラとピンク色のオオヤマザクラとの交雑起
源と言われていたが、オオヤマザクラは関係
なく、これまで栽培品種の形成にほとんど貢
献していないと思われていたタカネザクラ
が関与していることが示された。栽培品種の
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祖先種としては、他にもオオヤマザクラ、カ
スミザクラ、チョウジザクラ、カンヒザクラ
や、台湾・中国原産のカラミザクラが係わっ
ており、栽培品種が多様な野生種から形成さ
れたことを物語っている（図４）。	 
	 これらの解析結果は、Kato	 et	 al	 (2014)
により論文公表された。	 
	 

	 
	 
(4)多摩森林科学園のサクラ保存林の個体デ
ータについては、収集時（1967-69 年など）
および現在の個体データをもとに、714 栽培
系統にまとめられた。これらの栽培系統のう
ち DNA を分析することができた 552 栽培系統
について、遺伝解析の結果を検討し、学名な
どを再編した。また、分類情報データについ
ては、およそ 13,000 件を 226 分類群に対応
させた。	 
	 これらの情報はデータベース化して、ホー
ムページで一般公開している（図５）
（ http://db1.ffpri-tmk.affrc.go.jp/saku
ra/home.php）。	 
	 
	 

	 
	 
(5)本研究課題で得られたサクラ栽培品種の
識別、再分類、祖先種に関する新しい知見に
ついては、専門の学術雑誌に公表するととも
に、一般書店で購入できる図書の作成（「サ
クラ保存林ガイド−DNA・形質・履歴による系
統保存−」2014）や、通年一般公開されてい
る多摩森林科学園サクラ保存林における各
栽培品種の解説板の作成（図６）を通じても、
成果の普及広報に努めた。	 
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